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Development and Evaluation of Forward Rolling 
Pattern in Young Children. 

Kazuhiko NAKAMURA, Masashi MlYAMARU, Tatsuhiko TOMITA 

The purposes of this study were to investigate the development of forward rolling pattern using 

an observational method and to test the reliability and objectivity of the observational evaluation of 

forward rolling pattern in young children. 

459 numbers of children (232 boys and 227 girls) between the age of 3 and 5 were asked to roll 

forward on a mat. Their rolling motion was recorded by a video camera and classified into five typical 

rolling patterns by the observational evaluation method based on 12 motion categories. Reliability of 

the observational evaluation method was tested by comparison between both scores of the evaluation 

of the first and secor~d trials of rolling in each subject. Objectivity of this method was also tested by 

comparison between both scores of the evaluation obtained by the scale attempted and eight nursery 

school teachers. 

Results were summarized as follows; 

1 ) Through the motion analysis, the rolling pattern developed along with age from the immature 

pattern I to more mature pattern 5 progressively. 

2 ) There was a significant positive correlation between age in months and forward rolling pattern 

development (boys:r=0.605, girls:r=0.579). However, remarkable defference of rolling pattern was 

found within young children which were on the same age. 

3 ) The ratio of the agreernent and the coefficients of correlation between the first and the second 

evaluations was significantly high (ratio of agreement = 84.5%, r=0.926). The results suggested that 

reliability of the observational method was high. 

4 ) The forward rolling patterns of 52 selected children were evaluated by eight nursery school 

teachers using the observational method. The ratio of agreement and the coefficients of correlation 

between both scores obtained by the scale attemped and eight nursery school teachers were signifi-

cantly high (ratio of agreement=95.2%, r=0.979). And the results of analysis of variance indicated 

that objectiviy of the observational method was high. 

5) These results suggested that observational method was applicable for the evaluation of the 

development in forward rolling pattern of young children. 

Key words: Young children, Motor pattern, Forward rolling, Development, Observational evaluation 
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　I．緒　　言
　Mine114〕によれば，幼児期において子どもがそ

の環界に恵まれて成長するときには，運動の基本

形態は多用さをまして著しく発達し，就学前の年

齢の終わりごろには，成人にきわめて近い状態に

なるという。Ga11ahue2〕8〕もまた，幼児期には多く

の基本的な運動が習得され，それらの運動におけ

る動作様式の発達が著しいことをあげている。し

たがって，幼児期の運動発達の特徴は，神経系の

成熟にもとづく運動協応能の発達を背景に，基本

的な運動形態が多様化するとともに運動のしかた

そのものも著しく変容することであろう。

　幼児期の運動発達をとらえる方法には，①どれ

だけ速く走れるか，どれだけ力を出せるかといっ

たような運動パフォーマンスによる評価方
法11）12），②ある行動や動作が獲得されているか否

かといったような運動課題の達成度による評価方

法8〕28〕，③ある運動や動作がどのような仕方でな

されるかといったように動作の型や動作様式を評

価する方法13〕19〕2ω22〕の3つがあげられる17〕。

　近年，発達キネシオロジJ9〕の立場から，

Ga11ahue3〕，Wickstrom30〕，Wmams32〕，

Roberton26〕，KeoghとSugdenm〕らにより各種の

基本的動作の発達過程が提示され，さらに跳動作

については，He11ebrandt5〕，宮丸15〕，C1ark’〕らに

よって，また投動作については，Wi1d81），Ha1ver－

SOnら4），宮丸ら16〕によってその動作様式の発達過

程が実証的に報告されてきている。これらの報告

に依拠すれば，幼児期の運動発達をとらえる方法

として，運動パフォーマンスや達成度による評価

法とは異なり，動作様式そのものの発達を評価す

る方法が可能であると考えられる。

　とりわけ，ころがり運動のような場合には，そ

の運動パフォーマンスをとらえる指標が必ずしも

明確でなく，「その動作ができる・できない」といっ

た運動課題の達成度から評価されることが多
い9）7〕。しかし上述したように，幼児期における著

しい動作様式の発達を考慮すると，単に運動課題

が達成されたかどうかを問うだけでなく，動作様

式そのものの発達を評価することも必要であろ
う。

　また，動作様式の発達は，日常の保育場面での

幼児の活動を観察することによってとらえること

が可能と思われ，観察的な評価方法が確立されれ

ば，保育者による幼児の運動発達の把握に有用で

あると考えられる。

　このような観点から筆者らは，幼児期における

動作様式の発達を観察的に評価する方法を作成す

るために，幼児期の跳動作様式・投動作様式の発

達を明らかにし，またそれらの動作様式を観察的

に評価する方法について，その信頼性・客観性の

検討を進めてきた18〕20〕21）。

　本研究は，日常の保育場面において観察が可能

な基本的動作の中から，特にころがり動作（前転

動作）をとりあげ，幼児のころがり動作の発達を

とらえるとともに，その観察的評価の可能性を検

討しようとするものである。

　ころがり動作の経年的変容に関しては，太田25〕，

大道24），Ga11ahue3〕，Wickstorom30〕，Robertonと

HaIverson27〕らによって述べられている。太田は，

ころがり動作における身体の回転軸に注目し，前

後軸や長体軸による回転から左右軸のみによる回

転に至る発達過程を4段階に区分し，またGa11a－

hueは，ころがり動作の発達を初期段階・初歩的な

段階・成熟段階に分け，それぞれの段階の特徴を

5つから8つの動作カテゴリーを用いて記述して

いる。

　幼児のころがり動作様式の発達を具体的に調査

した報告は，Wi11iams33），大道と野中23），石垣ら6）

によってなされている。

　Wmiamsは，ころがり動作に関与する身体部位

を，手と腕・頭と頸部・腰と脚とに分け，部位別

の動作様式の変容を3段階から4段階の発達段階

に区分している。大道と野中は，4歳から8歳ま

での幼児について，特に起き上がり局面における

動作様式を4つの発達段階で分類している。また

石垣らはころがり動作をユ2の運動パターンに分類

し，3歳から11歳の幼児・児童を対象に，その運

動パターンの出現について観察調査を行ってい
る。

　しかレ，ころがり動作について，保育者による

観察的評価を目指して，その評価の可能性につい

て言及した報告はみられない。

　そこで本研究では，保育者にとって有効な，幼

児のころがり動作の発達を観察的に評価する方法

の作成を目的とした。そのために，まず，ころが

り動作の発達をとらえる動作カテゴリーを設定

し，それらの組み合わせにもとづいて動作様式を

類型化し，それをもとに幼児期のころがり動作様

式の発達を明らかにしようとした。ついでこの方
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式によってころがり動作を観察的に評価する場合

の信頼性と，保育所の保母による評価の客観性に

ついての検討を行った。

　II．研究方法

　1．ころがり動作の撮影方法

　公立保育所の3麟児クラスから5歳児クラスの

幼児459名（男子232名，女子227名）を被験者とし

た。被験者全員は検者の示範を見た後，マット上

でころがり動作（前転動作）を2回づつ行ない，

その全ての動作局面を側方よりビデオカメラ

（30fps）で撮影した。また，撮影後にビデオタイ

マーを用いてビデオフィルム1コマ毎に1／！00秒

単位の時間を映し込ん胤マッートに手をついてか

ら腰あるいは手がマットから離れるまでに要した

時問を動作時問として測定し，ころがり動作にお

ける運動パフォーマンスをとらえる手がかりとし

た。

　本研究の被験者の特性は，表1に示したとおり

である。

　2．ころがり動作様式の評価方法

　被験者のころがり動作の観察をもとに，図1に

示されるような回転軸に関する4項目，腕・脚の

動作に関する4項目；体幹の動作に関する4項目

の計12項目を幼児期のころがり動作様式をとらえ

るための動作カテゴリーとして設定した。その過

程では，ころがり動作様式に関する先行研
究酬23〕33〕にみられた動作局面別あるいは身体部

位別の動作カテゴリーが参考となった。

　次にこれらの動作カテゴリーの組み合わせに

よって，ころがり動作の類型化を行い，幼児期の

Tab1e1

初期において出現する未熟型から，洗練化された

成人のころがり動作に近い成熟型まで，幼児のこ

ろがり動作の発達を5つの典型的な動作パターン

に分類した。5つの動作パターンの分類には，そ

れぞれのパターンを特徴づけるキーカテゴリーを

根拠とした。すなわち，各動作パターンは，幼児

期のころがり動作様式の発達段階をあらわすもの

であった。

　5つのころがり動作様式の特徴は，以下のよう

に説明することができる。また，それぞれの動作

パターンの典型は，図1のようであった。

　パターン1：頭越えができず，背中と腰がマッ

　　　トにつくときには，すでに長体軸のひねり

　　　が生じており，左右軸での回転が現れない。

　　　片方の手あるいは肘によって腰を離床す

　　　る。

　パターン2：頭越えはできるが，背中と腰が同

　　　時にマットにつき，背中を伸ばしたあおむ

　　　けの状態で回転が中断される。片方の手あ

　　　るいは肘によって横向きで腰を離床する。

　パターン3：頭越えから腰がつくまでは左右軸

　　　による回転がみられるが，起き上がりの局

　　　面で長体軸によるひねりを使い，連続した

　　　回転がみられない。片方の手あるいは肘に

　　　よって腰を離床する。

　パターン4：頭越えから背中での回転の局面ま

　　　でずっと左右軸の回転がなされる。起き上

　　　がりの局面で，伸展していた腰背部と膝関

　　　節を屈曲させながら，両腕で体幹を支持し

　　　て腰を離床する。

　パターン5：回転中終始，左右軸のみの回転が

Physica1characterisics　of　the　subjects．

　　Mean　age
n　　（months）

Body　height　　Body　weight

　（Cm）　　　　（㎏）

3－years－o1d　　　Boy

　　　　　　Girl

4－years－o1d　　　Boy

　　　　　　Gir1

5－years－old　　　Boy

　　　　　　Gir1

57

51

82

79

93

97

42．1＝ヒ5，8

43．3±4．6

56．9ニヒ3，2

56．2＝ヒ3．8

69．0一＝3，4

68．4±3，4

96．9＝ヒ4，3

95．1＝ヒ4，2

104．7＝ヒ4．6

102．7ニヒ4，3

111．2ニヒ5．0

109．7ニヒ4．6

14．9ニヒ1，5

14．5ニヒ1．7

17．8＝ヒ3，3

16．8±ヒ2，4

20．2＝ヒ3，7

19．2二■二2．5

Tota1 Boy　　232　58．1±11．3

Gir1　227　58．5±10．5

105，4±7，3　　18．1士3．8

104．0±ヒ7，2　　　　17．3±ヒ2．9

Values　are　means±SD．
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Fig．1　Five　typical　forward　ro11ing　pattems　in　young　chi1dren　classified　by

　　　using12motion　categories。

　　　みられ，体幹をまるめてスムーズな回転が

　　　行われる。起き上がりの局面で，両脚の膝

　　　関節は屈曲しており，腕の支持，あるいは

　　　腕の支持なしのまま腰を離床する。

　パターン1からパターン5までのころがり動作

にそれぞれ1点から5点の動作得点を与えて，こ

ろがり動作様式の発達を数量化して処理した。

　以上のような動作パターンを基準として，ビデ

オに収録したころがり動作をモニターテレビ画面

上で観察し，動作カテゴリーをチェックして全幼

児のころがり動作様式を分類，評価した。なお，

2回の試技の動作様式に違いがある場合は，動作

様式が優れている試技を評価の対象とした。

　3．観察的評価法の検討

　459名の幼児全員の1回目と2回目の試技につ

いて前述した判定基準によって，ころがり動作様

式の観察的評価を実施し，その評価結果を比較す

ることによって，まず，評価法としての信頼性に

ついて検討した。

　ついで，本研究の被験者のうち，同一保育所に

一所属する幼児52名を対象に用いて，直接対象児の

保育にあたっている保育経験6年から27年まで

（平均11．6年）の保母8名に，これらの幼児のこ

ろがり動作様式の観察的評価を実施させ，その評

価結果と筆者らの評価結果との比較から評価法の

客観性について検討した。

　m．結果および考察

　1．ころがり動作様式の発達

　図2は，本研究の対象児における5つのころが

り動作様式の年齢別出現率を示したものである。

男女とも動作様式は，パターン1からパターン5

までの全てのパターンにわたっており，幼児期の

ころがり動作様式は経年的に著しく変容すること

が示された。

　年齢別に動作様式の出現率をみると，3歳児で

はパターン2（男子：36．8％，女子：37，3％）と

パターン3（男子：29．8％，女子：27．5％），4歳

児ではパターン3（男子：37．8％，女子：32．9％）

とパターン4（男子：31．7％，女子：31．7％），5

歳児ではパターン4（男子：30．1％，女子：

36．1％）とパターン．5（男子：4019％，女子：

37．1％）が高い出現率を示した。また男子の3歳

児ではパターン5が，男女の5歳児ではパターン

！が出現しなかった。これらのことは，男女とも

年齢が高まるにつれて，本研究で設定した5つの

動作パターンにおいて，未熟な動作様式の出現が

減少し，成熟型の動作様式の出現が増大すること

を示している。しかし，男女とも各年齢における

ころがり動作様式には4～5段階の違いが認めら
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Fig．2　Percent　of　occurrence　for　the　five　forward　roning　patterns．

れた。特に5歳児においてさえ男子の5．4％，女子

の3．1％が，回転が中断する未熟な動作様式の段階

であるパターン2にとどまっていることが明らか

にされた。

　表2は，本研究の対象児のころがり動作得点と

動作時問の年齢別，性別の平均値および標準偏差

を示したものである。

　ころがり動作得点は，男女とも加齢につれて増

加し，各年齢の平均値の差の検定（t検定）を試

みた結果，男女とも各年齢間において1％水準の

有意差が認められた。また，動作時問は，経年的

に短縮し，男子の3－4歳問と女子の3－4歳問，

4－5歳間で1％水準，男子の4－5歳間で5％
水準の有意差が認められた。一方，同一年齢内の

男女を比較した結果，いずれの年齢においても，

ころがり動作得点および動作時問に有意な性差は

Tab1e2 Means　and　standard　deviations　of　forward　ro1ling　pattem

score　and　motion　time　in　forward　ro1ling　re1ated　to　age　and

SeX．

Forward　ro1ling

pattern　score

M±SD　age－dif．

Motion　time　in　for－

ward　rollig（sec．）

　M±SD　age－dif．

　　　　　3・years・o1d

Boy　　　　　4－years－o1d

　　　　　5－years－o1d

2．28ニヒO．94

　　　　　＊＊
3，44一＝0．96

　　　　　＊＊
4，06ニヒ0．93

4．33ニヒ2．44

　　　　　＊＊
2，50一＝1．30

　　　　　＊
2．08＝ヒO．77

　　　　　3－years－old

Gir1　　　　4－years－old

　　　　　5－years・old

2，41±ヒ1．02

　　　　　＊＊
3．54ニヒ1．04

　　　　　＊＊
4，07＝ヒ0，86

3．88一＝1．48

　　　　　＊＊
2．61＝ヒO．84

　　　　　＊＊
2．23ニヒO．71

Tota1 Boy　　3．41±！．17

Gir1　　3．52±1．15

2．78±1，76

2．73±1．16

＊：P＜O．05，　＊＊：P＜O．01
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Tab1e3 Means　and　standard　deviations　of　age　in　months　and

motion　time　in　forward　ro11ing　re1ated　to　five　ro11ing

patterns．

　　　Pattern　l

　　　Pattern2
Boy　　Pattern3

　　　Pattern4

　　　Pattern5

　　　Patternユ

　　　Pattern2
Gir1　　Pattem3

　　　Pattern4

　　　Pattern5

　Mean　age

　（months）

M±SD　pattem－dif．

39．14一＝9．65

50．55±ヒ10．89

57．26＝ヒ9．85

61，50＝ヒ8．13

66．40±6．40

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

43．00ニヒ7．73

48．56ニヒ9．14

　　　　　　＊＊
58．08一二9．82

61，04＝ヒ8．23

　　　　　　＊＊
65．28±6．68

　Motion　time　in　for－

　ward　romng（sec．）

M±SD　pattem－dif．

6．34ニヒ2，96

　　　　　　＊＊
4．36一ヒ2．08

　　　　　　＊＊
2．61コヒ0．82

　　　　　　＊＊
2，06±ヒ0I53

　　　　　　＊＊
1．70±ヒ0，51

4．34ニヒ1，29

4．14一ヒ1．48

　　　　　　＊＊
2．81＝ヒ0．71

　　　　　　＊＊
2．42±0，71

　　　　　　＊＊
ユ．83±0．46」

＊：P＜0．05，＊＊：P＜O，01

認められなかった。．

　以上の結果から，幼児期においては年齢が増加

するにしたがってころがり動作様式が未熟型から

成熟型に向けて発達し，同時にその動作に要する

時問が短縮することが明らかになった。

　次にころがり動作様式の発達をより詳細に検討

するために，ころがり動作パターン別にその出現

月齢と動作時問とを検討した結果は表3のようで

あった。

　表3から，5つのころがり動作パターンが出現

した平均月齢をみると，ころがり動作の発達につ

れて月齢が高くなり，男子の各パターン間，およ

び女子のパターン2－3，パターン4－5の問に

1％水準の月齢差がみられた。また，同一パター

ン内の男女を比較すると，全てのパターンにおい

て，そのパターンが出現した月齢に，統計的に有

意な性差は認められなかった。

　これらの結果は，幼児期のころがり動作の発達

を観察的に評価し得ること，またそこでは一性差を

考慮する必要がないことを示唆している。

　月齢ところがり動作得点との関係は，図3のよ

うであった。月齢と動作得点との問には，男子で

r＝0，605，女子でr＝0，579といずれもO．1％水準

で有意な正の相関関係が認められた。全体的には，

加齢にともなって，ころがり動作様式が発達する

傾向であるが，各パターンの出現には月齢で22カ

月から42ヵ月の隔たりがあり，また同一月齢の幼

児の動作様式には，著しい違いがあることが認め
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Fig．3　Re1ationship　between　age　in　months　and

　　　forward　ro11ing　pattem　score．

られた。これらの結果は，幼児のころがり動作様

式の発達にはかなりの個人差があることを示して

いる。
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　一方，表3はころがり動作様式の発達にとも

なって，その動作に要した時間が，パターン1（男

子：6．34±2．96，女子：4．34±1．29）からパター

ン5（男子：1．70±0．51，女子11．83±0．46）ま

で顕著に短縮することをも示している。

　本研究の被験者のころがり動作得点と動作時間

との関係は，図4のようであった。両者の問には，

男子r＝一〇．655，女子r＝一〇．663といずれも

0．1％水準で有意な負の相関関係が認められ，ころ

がり動作様式が発達している幼児ほど動作時間が

短いという関係が明確になった。しかし，ころが

り動作得点が同じであっても，動作時問にはかな

りの違いがあること，また動作時間が等しくても

動作様式に違いがあることが明らかであった。

　これらの結果から判断すれば，幼児期のころが

り動作の発達は，単に「ころがり動作ができる・

できない」といった動作課題の達成の可否や，動

作時間にあらわれる運動の成果から評価するだけ

d
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Fig．4　Re1ationship　between　forward　ro11ing

　　　pattem　score　and　motion　time　in
　　　forward　ro11ing．

ではなく，ころがり動作様式の面からもその発達

を評価する必要があると思われる。

　幼児期の運動系の発達が，神経系の成熟を背景

として出力系よりむしろ調整系に依存しているこ

とを考慮すれば，運動協応性の観点からこの時期

のころがり動作様式の発達をとらえることは極め

て妥当なことであるといえよう。

　2．ころがり動作の観察的評価法の検討

　本研究の結果および考察からみて，ころがり動

作様式を観察的に評価する方法は，幼児のころが

り動作の発達をとらえる上で妥当性をもつものと

考えられる。

　また，本研究の方法を適用すれば，日常の保育

の中での幼児の活動の観察によって，ころがり動

作の発達を評価できることになり，実用性や簡易

性の高い評価方法であるといえよう。

　しかし，同一被験者の異なる試技の評価結果が

安定しており，信頼性のある評価方法であるかど

うか，また異なる検者が同一試技のころがり動作

を観察的に評価した結果が安定しており，客観性

のあるものであるかどうかについては検討が必要

である。

　そこで，ころがり動作様式を観察的に評価する

場合の信頼性と客観性について検討を加えること

＞
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the　first　and　second　tria1performed　by

young　children．



一160一

25

　20
書1
…
…

書15
巴

L』

　　10

区Σコ舳州111叩刷
12345678
皿㎜L閉・11l・・1tl・・1l・r

i
 
f' li' ={ i

 ef 
,
l
 

!: r i
.
 

,
i
~
 

L
 

l
 

t
'
 

L
 

f '~ 
~
 ~
 

~.~L: '~ *. 

'
;
 i;~ (; t

 

l
 

,
 Il 

t
 

,
 

(
 

J
 

,
*
 
.
'
 
t
~
 

t
 

t
 

,
!
 
}
l
 

t
 

,
 

f
 t

 
,
 

l
 

i
 
;
:
 
s
+
 

? Ir 
.I~ f

 t
 

t
 i

 f
 

t,~ ~, i f
 f

 l
 ;}! l

l
 

f
 

{
 』 t * 

~ il 

,
 

.
,
 
~
,
 
.
 
t
,
.
 
)
 
'
.
:
i
 

l
 l

 l , 
!
 

I
 
J
 

~
 It ~' 1 

{
 t

 
:
l
 

f
 

i
 

t
 

　　　　　　　　1　　　2　　　3　　　4　　　5
　　　　　　　　　　　　　rOrWanlrOllillgllatt6rnSCOre

Fig．6　Distribution　of　forward　rol1ing　Pattem　score　obtained　by　the　sca1e　attempted

　　　and　eight　nursery　schoo1teachers．

にした。

　（1）信頼性の検討

　図5は，本研究の被験者となった459名の幼児全

員のユ回目と2回目のころがり動作様式の評価結

果を，動作得点別の度数分布で示したものである。

　2回の評価結果の度数分布は類似しており，動

作得点の平均値および標準偏差は1回目が
3，373±1，159点，2回目が3，377±1，163点と非常

に近似した値を示し，両者の間に統計的に有意な

差は認められなかった。

　また，2回の評価結果は84．5％の一致率を示し，

その相関係数においては0，926と0．1％水準で有意

な相関関係が認められた。さらに，信頼性の検討

の指標となる信頼性係数は0，962と非常に高い値

であった。

　以上のような2回の評価結果の検討から判断し

て，ころがり動作様式を観察的に評価する方法は，

高い信頼性をもつものとみられる。

　（2）客観性の検討

　図6は，本研究の被験者となった幼児のうち，

同一保育所に通う52名の幼児を対象とした筆者ら

の評価結果と，同保育所の保母8名の評価結果と

を動作様式別の度数分布で比較したものである。

また，表4は8名の評価結果の平均値と標準偏差，

および筆者らと8名の保母との評価結果の一致率

と相関係数とを示したものである。

　評価結果の度数分布は，保母によって多少の違

いがみられたものの，筆者らの評価結果とほぽ類

似した傾向を示し，8名の保母の評価結果の平均

値および標準偏差は，いずれも筆者らの結果と近

似した値を示した。

　また，評価結果の一致率は，92．3％から98．1％

の範囲にあり，平均で95．2％と高い一致率であっ

た。さらに，相関係数はr＝0，962からr＝01995

の範囲にあり，8名の評価結果とも筆者らの評価

結果との間に0．1％水準で有意な相関関係が認め

られた。

　これらの結果は，ころがり動作様式を観察的に

評価する方法が高い客観性をもつことを示してい

る。

　さらに，評価結果の変動量から客観性について

の検討を加えるために，8名の保母の評価につい

て分散分析を行った結果は，表5のようであった。

　不偏分散の比から得られた観察者である保母問

の分散比はO．627であり，また被験者問の分散比は

242，814であった。

　保母間の分散が1より小さいことから，保母に

よる評価結果の変動は，十分誤差の範囲内に入り，

客観性のある評価方法であることが示された。

　また，被験者問の分散比242，814は危険率0．1％

水準で有意性があることから，本研究で用いた観

察的な評価方法は，ころがり動作様式の個人差を
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Table4 Means　and　standard　deviations　of　the　forward　ro11ing　pattern　score　obtained　by　thel

sca1e　attempted　and　eight　nursery　school　teachers，and　the　ratios　of　agreement　and

coefficients　of　core1ations　between　both　resu1ts　of　the　scale　attempted　and　eight

nursery　schoo1teachers．

Sca1e

attempted　　1　　　　2　　　　3

Nursery　school　teacher

4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　Mean

Mean　of　scores

．Standard　deviation

3．346　　3．365　　　　3．385　　　　3．385　　　　3．365　　　　3．327　　　　3．404　　　　3．404　　　　3．404　　　　3．380

1．343　　1．301　　　　1．332　　　　1．361　　　　1．345　　　　1．355　　　　1．334　　　　1．362　　　　1．362　　　　1．344

Ratio　of　agreement

Coefficient　of

COrrelatiOn

92・3％98・1％92・3％98・1％96・芋％96・2％94・2％94・2％95．2％

O．962｝中ホ　0，979ホホホ　O．979＃中｝　0，995｝ホ｝　O．974｝ホ｝　0，974ホ中＃　O．985申ホ｝　0，985‡‡‡　0，979串由ホ

＊＊＊：P＜0．001

Tab1e5 Results　of　ana1ysis　of　variance　for　objectivity　of

the　observational　eva1uation．

Sum　of　square　Degree　of

　　　　　　freedom

Mean
Squa「e

F・va1ue　　　　P

Subjects

Observers

Standard　error

730．608　　　　　　　51

　0．262　　　　　7

21．117　　　　　　357

14．326

0．037

0．059

242．814

　0．627

＜O．001

＞O．05

Total 751．987　　　　　　415　　　　　　1．812

評価するに十分な評価結果をもたらしうることが

明らかになった。さらに，客観性を評価する係数

はO．980であり，このことからも高い客観性をもっ

ものと推測される。

　したがって，ころがり動作様式の発達を観察的

に評価する方法は，先に検討した投動作様式の場

合2牝同様に，信頼性，客観性とも高いことが明ら

かになり，保育現場の指導者にも適用可能なもの

であることが示唆された。

　本析究の結果は，幼児のころがり動作の発達を

5つの動作パターンによって5段階でとらえられ

ること，さらには，その方法として観察的に評価

することが可能であることを示している。

　しかし，標準化された観察的評価法とするため

にはさらに十分な検討が必要であろう。とりわけ，

年齢を考慮した評価基準を作成することは，重要

な課題である。

　現在の段階で考えられるのは，図3に示された

ような月齢ところがり動作得点との関係から月齢

を独立変数，ころがり動作得点を従属変数とする

回帰3段階評価法である。しかし，男女ともに月

齢ところがり動作得点との相関係数は，このよう

な評価方式を採用し得るほどに高いものではな

Tab1e6 Tentative　norm　for　the
obsefvational　eva1uation　　of

the　forward　rolling　pattern

development　re1ated　to　age．

Deve1opmental　Forward　rolling

　　level　　　　　　　pattern

3－years－old

4－years・o1d

5・years・oId

Good
Average

Poor

Good
Average

Poor

Good
Average

Poor

Pattern4，5

Pattern2，3

Pattern1

Pattern5

Pattern3，4

Pattern1，2

　Pattern5

　Pattern4

Pattern1，2，3

かった。したがって，とりあえず現段階では，各

年齢別にその動作得点の平均値と標準偏差にもと

づく3段階評価の方法を採用することが考えられ

る。

　そこで，年齢別にころがり動作の発達を3段階

（Good，Average，Poor）でとらえるための試験

的な評価基準を求めた結果は表6のようであっ



一162＿

た。この墓準は，あくまでも本研究の被験者から

得られた試案にすぎず，さらに多くのデーターを

集め，より適切な評価基準を作成することを今後

の課題としたい。

　また今後は，他の基本的動作においても，その

発達をとらえる観察的な評価方法について検討し

ていきたいと考えている。

　IV．要　　約

　幼児のころがり動作様式の発達過程を明らかに

し，さらにころがり動作を観察的に評価する場合

の信頼性と客観性について検討を行った。

本研究の結果は，以下のように要約される。

1．こ今がり動作様式は，未熟型のパターン1か

　　らより成熟したパターン5まで，経年的に発

　　達することが明らかになった。

2、月齢ところがり動作様式の発達との問には男

　　子r＝0，605，女子r＝O．579といずれもO．1％

　　で有意な正の相関関係が認められた。しかし

　　ながら，同一月齢の幼児のころがり動作様式

　　には，著しい違いがみられた。

3、幼児の2回のころがり動作様式の評価結果の

　　一致率は84．5％であり，相関係数はO．926と

　　O．1％水準で有意な値であった。これらの結果

　　は，ころがり動作様式を観察的に評価する方

　　法が，高い信頼性をもっことを示している。

4．筆者らの評価結果と，8名の保母による評価

　　結果の一致率は95．2％であり，相関係数は

　　O．979と0，1％水準で有意な値であった。また

　　分散分析の結果からも，観察的に評価する方

　　法は，高い客観性をもつことが示された。

5．これらの結果は，動作様式を観察的に評価す

　　る方法が，幼児のころがり動作の発達を評価

　　するために適用可能なものであることを示唆

　　している。
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